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耐性であるかは治療効果に重大な関 係 が あ ろ
う｡
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表 1 実 験 群 の 構 成
薬 剤 作 用 方 法 薬 剤 濃 度
① 1日4時 間 週 2日
(9 1日24時 間 週 2日












① 1日4時 間 週 2日
㊥ 1日24時 間 週 2日
㊥ 1日24時 間 毎 日
INH･SM
PAS
(D 1日4時 間 週 2日
② 1 日 24時 間 週 2 日
㊥ (
INH 1 日 24時間 毎 日
SM 1 日 24時間週2日
㊨ 1日24時 間 毎 日
INH:第 1管100γ/cc,以後倍数稀釈法 により第19又
は22管迄



































菌され 1個の集落も得 られ なかったため (義
















INH 単独4週間作用時の耐性 (図 1及び3)｡
INH 1.0γ/ccに対する耐性獲得 (図 1)は,
1日4時間週 2日作用方式では試験管番号にし
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第2節 2着 併 用 群
1. FAS-INH 併用 4週間 作用時の IHN 耐
悼 (図 1及び3)｡
併用 PAS濃度 0.1γ/cc群に於ける 1.0γ/cc
の INH に対する耐性検査成績 (図 1) を見る
と, 1日4時間週 2日作用方式では試験管番号
にして 1-ll, 即ち 作用 INH 濃 度 に して
1,000γ/cc～0.98γ/cc,1日24時間 過 2日作用方
式では試験管番号にして 8-13,作用 INIi濃
度にして 7.81γ/cc～0.24γ/cc,1日24時間 毎 日








併用 PAS濃度 0.1γ/ccに於ける 10.0/ccの
INH に対する耐性検査成績 (図 3) を見ると,
1日4時間遇 2日作用方式では試験管番号にし
て 1-ll,即ち作用 INH濃度にして 1,000γ/cc
～0･98γ/cc, 1日24時間週 2日作用方式では試
験管番号にして8-13, 作用 INH 濃度にして
7･8γ/cc～0･24γ/cc,1日24時間 毎 日作用方式で
は試験管番号にして9-19, 作用 INH 濃度に
して 3･9γ/cc～0.0038γ/ccに於いて大体耐性獲
得を認めた｡
併用 PAS濃度 10.0γ/cc群に於ける 1.0γ/cc
及び 10･0γ/ccの INH に対する耐性検査 成 績
(図 1及び3)を見ると, 1日24時間週 2日作
用方式の 試験管番号14, 即ち 作用 INH 濃 度
0･12γ/ccにのみ耐性獲得を認めた｡
併用 PAS濃度 0.1γ/cc群の場合に比 較 し
て,10･0γ/cc群の場合は明らかに INHに対す
る耐性獲得が少ない｡




に達する｡ 併用 PAS濃度 10.0γ/cc群では各
作用方式共に,明らかに INH に対する耐性獲
得を防止 している｡
2･ SM-INH 併用 4週間作用時の INH 耐性
(図 2及び4)｡
INH に対する耐性検査濃度 1.0γ/ccの 成 績
(図 2)を見ると, 1日4時間週 2日作用方式
では試験管番号にして 1及び9,即ち作用 INH
濃度にして 100γ/cc及び 0.39γ/cc,1日24時
間週 2日作用方式では試 験 管番号にして 9-
13,作用 INH濃度にして 0.39γ/cc～0.024γ/cc,
1日24時間毎 日作用方式では試験管番号にして
12-15, 作用 INH 濃度にして 0.049γ/cc～0.0
061γ/ccに於いて耐性獲得を認めた｡
INH に対する耐性検査濃度 10.0γ/ccの成績
(図 4)を見ると, 1日4時間 週 2日作 用 方
式では試験管番号にして 1,即ち作用 INH濃度
にして 100γ/cc,1日24時間 過 2日作用方式で
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INH に対する耐性上昇帯は, SM-INH 作用
群が INH単独作用群より●作用薬剤濃度に於い
て低 く,且つその巾に於いて狭い様である｡
第 3節 3着併用 4週間作用時の INH 耐性
(図 2及び4)｡











20, 作用 INH 濃度にして 0.024γ/cc～0.00019
γ/ccに於いて,それぞれ耐性獲得を認めた｡
併用 PAS濃度 0.1γ/cc群 に 於 け る INH
10.0γ/ccに対する耐性検査濃度 10.0γ/ccの成
績 (図4)を見ると,SM-INH共 1日 4時 間
遇2日作用方式では試験管番号にして 8,即ち
作用 INH 濃度にして 0.78γ/cc,SM｣NH共 1
田24時間過2E]作用方式では試験管番号にして
9-12,作用 INH濃度にして 0.39γ/cc～0.049




号にして 13-16,作用 INH 濃度にして 0.024
γ/cc～0.0031γ/ccに於いて,それぞれ 耐 性 獲
得を認めた｡
併用 PAS濃度 10.0γ/cc群に於ける INH1.0
γ/ccに対する耐性検査成績 (図 2)を見ると,
SM-INH共 1日4時間週 2日作用方式の試験管
番号 9及び19,即ち作用 INH濃度 0.39γ/cc及び
0.00038γ/ccに於いてのみ 耐性獲得を認めた｡




験管番号 9, 即ち作用 INH 濃 度 0.39γ/ccに
於いてのみ耐性獲得を認めた｡
3着 併用群の中の,併用 PAS濃 度 0.1γ/cc





併用 PAS濃度 10.0γ/ccでは INH に 対 す
る耐性上昇阻止の傾向が 著明であり, これ は
PAS-INH 併用群に見 られたと同様である｡
第4章 本鳶の総括と考接


























の目的から INH に PASを連続的に併用する






























































































































力な化学療法の試みの 1根拠となる もの で あ
る｡
第7章 結 語
















3. 本実験範囲では,獲得耐性度 と作用 され
た薬剤濃度及び薬剤作用方式 との問に特に関係
を認めなかった｡
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